
京
都
商
工
会
議
所
１
３
０
周
年
知
恵
で
新
産
業
創
造

　
京
都
商
工
会
議
所
は

月
、
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
た
。
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
京
都
企
業
は
こ
れ
ま
で
多
様

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
術
で
世
界
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
、
地
域
社
会
の
リ
ー
ド
役
も
果
た
し
て
き
た
。
立
石
義
雄
会

頭
も
「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
提
唱
し
、
京
都
の
特
性
や
企
業
独
自
の
強
み
に
よ
る
新
た
な
産
業
興
し
に
挑
ん
で
い

る
。
今
後
も
地
域
の
先
導
役
が
期
待
さ
れ
る
会
議
所
の
取
り
組
み
や
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
会
頭
に
聞
い
た
。

立石義雄会頭京都商工会議所

地
域
が
富
興
す
時
代
光
る
中
小
企
業
が
主
役
に

進
取
の
精
神
受
け
継
ぐ

再
生
エ
ネ
動
向
を
視
察

インタビュートップ社会ニーズに応え顧客と価値創造を

「オール京都」で連携推進

　　 ２０１２年 平成２４年 １０月３０日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
―
創
立
か
ら
振
り
返
る

と
、
会
議
所
が
果
た
し
て
き

た
役
割
と
は
。

　
「
西
陣
を
中
心
と
す
る
繊

維
産
業
の
技
術
革
新
や
、
琵

琶
湖
疎
水
の
水
運
・
発
電
、

内
国
勧
業
博
覧
会
開
催
や
路

面
電
車
開
通
な
ど
、
明
治
初

期
に
京
都
の
近
代
化
を
リ
ー

ド
し
た
の
は
本
所
の
若
い
事

業
家
た
ち
だ
っ
た
。
わ
れ
わ

れ
は
先
人
の
こ
う
し
た

進

取
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、

世
界
に
誇
れ
る
街
づ
く
り
や

産
業
振
興
に
努
め
て
き
た
」

　
―
京
都
に
は
大
手
も
中
小

も
独
自
技
術
で
国
内
外
で
伸

び
て
い
る
企
業
が
多
い
。
こ

う
し
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う

な
理
由
が
あ
る
の
で
す
か
。

　
「
持
論
だ
が
、

高
い
文

化
と
学
術
を
有
す
る
創
造
的

都
市
は
、
そ
の
時
代
に
革
新

を
起
こ
す

と
考
え
て
い

る
。
モ
ノ
づ
く
り
で
も

人

よ
り
一
歩
先

人
が
や
っ

て
い
な
い
も
の

に
こ
だ
わ

る
。
立
地
条
件
や
設
備
の
規

模
で
は
必
ず
し
も
有
利
で
な

い
。
し
か
し
、
大
量
生
産
や

大
規
模
な
装
置
産
業
と
は
一

線
を
画
し
、
技
術
開
発
や
生

産
方
法
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

創
意
工
夫
を
重
ね
、
付
加
価

値
の
向
上
に

知
恵

を
使

う
経
営
で
優
位
性
が
あ
る
」

　
―
そ
う
し
た
京
都
で
知
恵

ビ
ジ
ネ
ス
を
提
唱
す
る
狙
い

は
。

　
「
京
都
の
多
彩
な
業
態
や

職
人
的
な
技
能
な
ど
で
創
出

し
た
製
品
・
技
術
を
知
恵
ビ

ジ
ネ
ス
と
名
付
け
、
２
０
０

７
年
か
ら
中
小
企
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
促
し
、
認
定
先
に

は
経
営
支
援
を
始
め
た
。
会

議
所
の
会
員
は

％
が
中
小

で
、
そ
れ
が
強
み
だ
。
一
極

集
中
や
大
量
生
産
・
消
費
型

の
社
会
が
終
わ
り
、
こ
れ
か

ら
は
地
域
が
富
を
興
す
。
小

さ
く
て
も
知
恵
で
き
ら
り
と

光
る
中
小
は
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
る
主
役
に
な
れ

る
。
若
い
人
に
も
目
を
向
け

さ
せ
、
内
需
成
長
型
の
モ
デ

ル
都
市
に
つ
な
げ
た
い
」

　
―
「
産
学
公
」
が
強
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
む
す
ぶ
京
都

独
自
の
連
携
も
、
強
み
に
な

り
ま
す
か
。

　
「
京
都
府
、
京
都
市
、
京

都
工
業
会
と
共
同
で
設
立
し

た

京
都
産
業
育
成
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム

が
産
業
振
興
の

司
令
塔
に
な
り
、
知
恵
ビ
ジ

ネ
ス
の
誘
発
や
京
都
ブ
ラ
ン

ド
の
海
外
展
開
と
い
っ
た

オ
ー
ル
京
都

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
た
い
。
中
小

企
業
の
支
援
・
育
成
も
、
各

支
援
機
関
の
共
同
化
や
再
編

で
一
段
と
強
化
す
る
。
さ
ら

に
京
都
経
済
界
１
０
０
年
の

計
と
し
て
、
将
来
の
発
展
や

に
ぎ
わ
い
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

る

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
の
建
設
構
想
も
、
行
政

や
関
係
者
と
前
向
き
に
協
議

し
て
進
め
て
い
き
た
い
」

　
―
１
３
０
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
は
、
５
月
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進

国
の
ド
イ
ツ
と
ス
ペ
イ
ン
へ

会
頭
を
団
長
と
す
る
視
察
団

を
派
遣
し
ま
し
た
。
成
果
は

持
ち
帰
れ
ま
し
た
か
。

　
「
訪
問
先
の
人
々
は
自
身

の
権
利
を
制
限
し
て
ま
で
も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
や
節
電
、
二
酸
化
炭
素
削

減
に
努
め
て
い
た
。
環
境
に

配
慮
し
た
公
共
性
の
高
い
都

市
の
魅
力
づ
く
り
を
推
進

し
、
地
域
の
価
値
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
地
域

に
住
み
、
働
き
、
学
ぶ
み
ん

な
で
幸
せ
な
街
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
、
長
年
の
歴
史

の
積
み
重
ね
で
理
解
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
京
都
も
コ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電

併
給

な
ど
熱
も
利
用
で
き

る
複
合
的
な
地
産
地
消
型
シ

ス
テ
ム
を
築
く
な
ど
、
独
自

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
早
急

に
と
り
ま
と
め
る
必
要
が
あ

る
。
経
済
界
も
創
エ
ネ
、
省

エ
ネ
、
蓄
エ
ネ
、
コ
ジ
ェ
ネ

な
ど
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の

革
新
で
貢
献
し
た
い
」

　
―
行
き
詰

ま
り
を
み
せ

て
い
る
日
本

の
経
済
や
産

業
に
は
今

後
、
ど
の
よ

う
な
発
想
の

転
換
が
必
要

だ
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
「
大
量
生
産
・
消
費
型
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
中
国
を

は
じ
め
新
興
国
に
移
り
、
日

本
の
企
業
に
は
厳
し
い
時
代

と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
大

き
な
企
業
よ
り
も
、
時
代
時

代
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
く
こ
た
え
、
顧
客
と
価
値

を
創
造
で
き
る
中
小
企
業
を

育
て
た
い
。
成
功
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
顧
客
と
顔
が
見
え
る

関
係
の
中
で
、
モ
ノ
を
売
る

人
、
作
る
人
、
デ
ザ
イ
ン
す

る
人
が
、
自
ら
の
強
み
を
知

り
、
顧
客
が
求
め
る
価
値
を

知
る
こ
と
だ
。
大
き
な
設
備

や
多
く
の
人
員
は
不
要
だ
か

ら
、
中
小
で
も
優
位
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
」


